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本研究では，養護教諭が養成機関で形成した職務遂行の基盤となる
資質能力を，養護教諭として採用された後，職務遂行期間を通してど
のように向上させていくのか，そのプロセスと資質能力向上を促す学
習に影響する事項及び学習の方法を体系的に整理するための実証的な
分析をおこなった．具体的には，養護教諭が遂行している職務の実態
から職務遂行のために必要な資質能力とその向上を促進する事項を抽
出し，養成機関卒業後の学習の機会と傾向を明らかにした．そのうえ
で，養護教諭の職務遂行期間における資質能力向上のプロセス及び資
質能力向上を促進する事項を体系的に整理し，学習枠組み及び学習例
を提示することを目的とした．  
 
明治時代に感染症対策を主たる目的として配置された学校看護婦を
前身とする養護教諭は，現在，学校教育法に規定される教職員として
各校に 1 名ないし 2 名配置されており，2011 年（平成 23 年）5 月 1 日
における養護教諭の配置率は，小学校 98.0％，中学校 96.4％，高等学
校 95.9％，特別支援学校で 98.5％である．  
養護教諭の配置と職務内容は，子どもの心身の健康問題に応じて変
化してきている．現在その職務内容は，教職員集団の一員として専門
の知識や技術等を生かして保健教育及び保健管理を通して教育活動を
行っていること，教科指導を行う教員とは異なる側面から学力向上を
支えていること，担任等と相互に情報を交換または共有したり，調整
したりして，具体的な活動を通して協働し，児童生徒の発育・発達及
び自己実現を支援していること，保健管理や保健教育，保健室経営及
び学校保健組織活動，健康相談という役割から児童生徒の心身の健康
に関する課題に対応している等の点で，米国のスクールナースや我が
国の教諭及びスクールカウンセラー等の類似する他職種と比較して，
独特かつ特徴的である．  
現職研修の観点から養護教諭の資質能力向上に関する問題点を整理
すると，教諭の研修を保障する法令において，研修の主体となる「教
諭」には養護教諭は含まれないこと，国レベルで行われている教員の
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現職研修プログラムの改善方策の検討において，現段階では議論にな
っていないことなど，法的な保障が希薄であることが課題としてあげ
られる．加えて，養護教諭は各学校に 1 名ないし 2 名の配置であるこ
とから，勤務校において同職と学びあう機会を得ることが他の教師に
比べて少ないという現状も指摘できる．   
以上の養護教諭の職務の特質を踏まえると，養護教諭の資質能力向
上を促す学習の検討に際しては，①養護教諭の資質能力向上に関する
先行研究の概観，②養護教諭の職務の実態の明確化，③職務遂行に必
要な資質能力の具体化，④資質能力向上に影響する事項の具体化，⑤
資質能力向上のプロセス及び向上の指標の体系化が急がれる．この課
題に対して，先行研究の整理及び現職養護教諭対象の調査結果を考察
及び検討し，それをもとに養護教諭の資質能力向上プロセスと資質能
力向上を促す事項を体系として整理し，学習枠組み及び学習例を提示
する仕方で，本論文は次のように構成した．  
  
第 1 章では，教師の資質能力は，養成・採用・現職研修の各段階に
おいて形成され，一貫するという考え方に立ち，養成段階及び採用後
において形成される職務遂行のための資質能力の基盤形成及び学習機
会，実務経験，評価に関する研究に着目し「養護教諭の資質能力向上
に関する先行研究の動向」を概観した．  
養成段階に形成する資質能力に関する近年の研究として，特に 2010
年（平成 22 年）に日本教育大学協会全国養護部門研究委員会によって
提言された養護教諭養成におけるモデル・コア・カリキュラムに着目
した．現職研修については，近年の教師教育における実務経験と資質
能力向上に関する研究を手がかりにして，特に ,養護教諭の実務経験と
資質能力向上との関連や，活動の成果に関する評価及び成長の確認に
関する研究について整理した．そして，養護教諭の資質能力向上の検
討には，常に変化している学校教育現場に身を置き様々な関係性の中
で職務を遂行している主体，即ち養護教諭の実践に着目した帰納的な
研究が必要であることを述べた．併せて，教師の資質能力向上と自己
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評価に関する研究として Danielson（ 2008）によって開発された米国の
教師教育の枠組みと，養護教諭の実践の評価から自己評価目標を設定
するという林ら（ 2010）が開発した自己評価表（ checklist）を参考に
し，本研究における養護教諭の資質能力向上と評価に対する考え方を
示した．  
第 2 章と第 3 章で，養護教諭の活動事例の分析を通して，「養護教諭
が遂行している職務の明確化」と「職務遂行に必要な資質能力の具体
化」をおこなった．  
第 2 章では，「学校保健活動推進における養護教諭の職務の実態と必
要な資質能力」を明らかにするために，新設の A 特別支援学校の活動
事例を対象として分析した．特に新設校の事例を分析の対象として取
り上げたのは，学校組織における学校保健組織の創設及び始動の場面
に時期を限定することによって，養護教諭の学校保健活動における役
割を浮き彫りにすることができると判断したためである．また，自分
の心身の状態を言葉によって表現することが不得手な子どもたちの保
健室の利用状況から，特別な支援を必要とする子どもたちに対応する
ために養護教諭に必要とされる子どもの理解の方法や養護教諭が果た
すべき役割をみいだすことができることによる．   
その結果，学校保健活動を中心的に推進するために養護教諭に特に
必要な資質能力は， (1)学校教育に関する知識及び情報の理解， (2)特
別な支援を必要とする子どもとその発達過程の理解，(3)学校保健の概
念の理解と，それに基づく保健管理及び保健教育の具体的な実践の知
識，(4)保健室経営の力であることが明らかになった．また，分析対象
校に勤務する養護教諭へのインタビュー・データから，学校保健活動
を推進する中で養護教諭の資質能力向上に影響した行動や経験は，「確
認」「振り返り」「分析（失敗の分析を含む）」「対話」であったことを
抽出した．さらに，学校保健活動を中核的に進めるために，養成段階
で形成した個々の資質能力を複合し，合成したり応用したりして学校
の状況や児童生徒の実態等に応じて活用していく資質能力が必要であ
ることが指摘できた．  
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第 3 章「保健室に来室した生徒への対応に必要な資質能力」では，
子どもたちが頻繁に保健室を利用する理由を考察したうえで，保健室
に来室する個々の生徒への養護教諭の対応の意義を明らかにした．A
県内の高等学校に勤務している養護教諭を対象としたインタビュー調
査の結果にもとづき，保健室に来室する生徒への対応のために必要な
養護教諭の資質能力は， (1)「安心・安全・安定した場の提供と保障」
ができる保健室経営の知識及び技術，(2)発育・発達の変化に気づき対
応のタイミングをつかむことのできる知識及び技術，(3)心と身体に関
する学習を促す教育を行うことができる知識及び技術であることの３
点に整理した．加えて，処置及び対応の前提となるアセスメントの資
質能力が極めて重要であることを述べた．また，個々の子どもを直接
指導（あるいは処置・対応）する資質能力と「経営能力」の向上は同
時に進行していくものであることを明らかにした．そして，資質能力
は，種々の知識及び技術・情報等を「総合できる」，知識や技術・情報
等を状況に応じて「行使できる」，過去の経験等から獲得した知識及び
技術・方法等を「応用したり創出したりできる」，課題に応じた知識及
び技術・情報・方法等を「適切に選択できる」「個人や集団，学校組織
に適切な影響を及ぼすことができる」状態に向上していく必要性があ
ることを考察した．  
第 4 章では，「実務経験と資質能力向上の関連」を観点として，養成
機関卒業後の資質能力向上に関する養護教諭の学習の実態を調査した
結果を示した．その結果から，養成機関卒業後の主たる学習機会は，
実務経験年数に関わらず教育委員会並びに養護教諭等を会員とする研
究団体が主催する研修会等であることや，個人差はあるものの実務経
験 10-19 年頃に養護教諭としての自己肯定感の低下や自信が持てない
等，資質能力向上に関する意識が停滞する時期が存在することを確認
した．以上を背景に，養護教諭 10 年経験者研修を体系的な学習機会の
1 つとして注目し，養護教諭 10 年経験者研修受講後の影響及び影響要
因の調査から，実務経験 10-19 年の時期には，学習に参加する「機会」
及び「研修プログラム」や「人物」との出会いが自己肯定感を高めた
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り行動変容をもたらしたりすることに効果的であることを明らかにし
た．  
第 5 章では，前章までにおいて明らかになった職務遂行に必要な資
質能力及び養成機関卒業後の学習の状況及び資質能力向上の促進に影
響する事項をもとに，実務経験の観点から整理した．特に，学校保健
活動推進及び個々の子どもへの対応のどちらにも必要な「保健室経営」
の力について取り上げ，養護教諭の行動に着目した資質能力向上を促
す学習を例示した．  
終章では，本研究の成果を振り返り，「養護教諭の資質能力向上プロ
セスの体系の活用可能性」として，養護教諭の主たる学習機会である
教育委員会や養護教諭等を会員とする研究団体が主催する研修会等の
学習の設計にも生かすことができること，例示した「保健室経営の過
程における養護教諭の資質能力向上を促す学習」の体系の活用は，養
護教諭の自己教育を促し，養護教諭の保健室経営以外の職務における
学習方法の開発の手がかりとなりうること，教師としての職能成長の
総合である「経営能力」の向上を促す可能性を持つことを述べた．  
本研究を通して，養護教諭にとって必要な資質能力の具体化を試み
たことのみならず，資質能力を育成する過程の中で養護教諭自身の職
務の価値の認識及び教育職員として担う役割の自覚を促すことの可能
性を見出すことができた．このことが養護教諭の意識に影響を与え，
自己教育の行動を換気させること自体が，さらなる資質能力向上を促
す方向に働くことを指摘した．  
 
 
